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新
聞
周
り
の
□
で
囲
ま
れ
た
空
欄
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
協
賛
者
名
が
記
名

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
の
活
動
は
、
み
な
さ
ん
の

善
意
（
募
金
）
の
み
で
全
て
の
運
営
を
ま
か
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。 

物
資
輸
送
費
や
現
地
活
動

費
は
多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

会
社
名
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
、
な

ど
、
ど
ん
な
名
称
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
３
０
０
０

円
の
協
賛
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

尚
、
協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
付
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の
春
は
耳
か
ら
や
っ
て
き
ま

し
た
。
朝
、
診
療
前
の
空
気
の
入
れ
替
え
の
た
め
に
開
け
て
お
い

た
窓
か
ら
、
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
去

年
の
今
頃
は
ま
だ
移
転
前
で
、
鳥
の
鳴
き
声
が
届
く
環
境
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
ね
、
桜
の
咲
く
前
に
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
を
耳
に

し
た
の
は
久
方
ぶ
り
の
事
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
。
歩
く
機
会
が
少
な
く

な
り
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
運
動
の
た
め
に
時

間
を
作
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
通
勤
や
日
常

生
活
に
車
が
欠
か
せ
な
い
環
境
で
は
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。 

け
れ
ど
も
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
老
後
の
寝
た
き
り
の
予
防

を
考
え
る
と
、
今
か
ら
で
も
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

「
健
康
な
体
が
あ
っ
て
お
い
し
く
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
。
」 

理
想
で
す
よ
ね
。
想
像
し
て
く
だ
さ
い
、
今
か
ら
の
自
分
へ
の
投

資
で
得
ら
れ
る
数
年
先
の
自
分
の
姿…

。 
 

「
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
か
ら
、
健
康
で
い
ら
れ
る
。
」
と
し

た
ら
、
や
っ
ぱ
り
お
口
の
お
手
入
れ
は
大
事
な
事
な
の
で
す
。
食

後
の
ハ
ミ
ガ
キ
と
、
歯
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
歯
肉
磨
き
、
柔

ら
か
い
ハ
ブ
ラ
シ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
当
院
オ
ス
ス
メ
の
プ
ロ

ス
ペ
ッ
ク
コ
ン
パ
ク
ト
ス
リ
ム
な
ら
、
ハ
ミ
ガ
キ
、
歯
肉
磨
き
に

適
し
た
ハ
ブ
ラ
シ
で
す
。
毎
月
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
定
期

検
診
も
あ
わ
せ
て
下
さ
い
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
歯
科
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ 

菊
地 

正
子
） 

 

 

NEW 

せ
き
ぐ
ち 

ハ
ロ
ア
ル
新
聞 

受
付
だ
よ
り 

アマクウク 

ご活動の愛と勇気に 

 

私
達
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
基
本
的
な
味
覚
能
力
（
甘
味
、
酸
味
、
塩

味
、
苦
味
、
旨
味
）
が
備
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
後
に
色
々
な
食
物
を
摂

取
し
て
体
験
し
、
記
憶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
味
覚
が
発
達
し
ま
す
。 

  

小
児
は
食
物
の
味
の
中
で
、
甘
味
や
旨
味
を
本
能
的
に
好
み
ま
す
。

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
生
命
維
持
の
基
本
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く

質
に
対
す
る
味
覚
な
の
で
、
生
理
的
欲
求
と
一
致
す
る
た
め
で
す
が
、

心
理
的
満
足
感
が
得
ら
れ
る
甘
味
嗜
好
は
非
常
に
強
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
辛
味
や
酸
味
は
子
供
に
は
受
け
入
れ
に
く
い
味

で
す
が
、
練
習
し
次
第
に
慣
れ
て
く
る
と
、
好
ま
し
い
味
と
な
り
ま
す
。

酸
味
は
一
種
の
爽
快
感
を
持
つ
味
で
、
冷
た
い
水
の
感
覚
と
似
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
苦
味
よ
り
も
慣
れ
や
す
い
よ
う
で
す
。 

  

甘
味
、
酸
味
、
辛
味
は
多
く
の
味
を
隠
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。
甘
味

を
被
せ
た
食
生
活
が
多
い
と
、
甘
味
の
み
に
味
覚
が
満
足
し
て
し
ま
い
、

ほ
か
の
味
に
慣
れ
な
い
た
め
に
幅
広
い
味
覚
の
発
達
が
損
な
わ
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

子
供
の
頃
に
発
達
し
た
味
覚
は
大
き
く
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

味
覚
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
ね
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（歯
科
衛
生
士 

池
田 

琴
美
） 

「味
覚
の
発
達
」 



稲村ＦＣ ＲＥＮ 私にできる事 ＭＡＮＡＴＯ カルテＮｏ.６７１３ アーベストフーズ ロクサロライダース 

元気にファイト Ｐreｔｔｙ さくら Ｈ・Ｋ 世界が豊かになりますように マミとチュン ひまわり薬局 エコの森 

 薬を飲んで薬疹が出た・・・薬局窓口で患
者さんに接していると、このような事例に時
々遭遇します。しかし、患者さんの中で薬疹
を起こした原因薬剤の名前を知っている人は
意外に少ないと感じます。そこで今回は、薬
疹について少しお話をさせて頂きます。 
 

 薬疹とは、薬が全身に吸収された後、皮膚
や粘膜など目に見える部分に発生する病変の
事です。 

 薬疹には、いろいろな種類があります。 
はしかのような発疹、いろいろな形の紅斑や
紫斑が出来る場合、あるいは皮膚が剥がれ落
ちたり、やけどのような水疱が出来たりと、
その病態や重篤度も様々です。また最近は、
光があたった部分に一致して浮腫性紅斑がで
る光線過敏型薬疹が増えています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 薬疹の原因は、アレルギー反応によるもの
が大部分です。薬剤と血液中のタンパク質が
結合し抗原となり、この抗原が生体に認識さ
れ、それに対する抗体ができてしまう。抗体
ができるまでの時間は、薬剤によりかなり差
があります。 

 早いもので数時間、長いもので数年以上か
かる場合があります。（そのため長い間飲み
続けた薬で、今まで何とも無かったのにある
日突然薬疹が出始めるということもありうる
わけです。） 

 しかし、いったん抗体ができてしまうと、
次に薬が体内に入ってきた時に、今度はすぐ
にアレルギー反応が起きてしまうのです。 

 アレルギーが「遅延型」の場合は数時間後
ぐらいから、また「即時型」の場合は数分～
数十分で発症します。 

 このアレルギー反応は繰り返されるうちに
どんどん重症化することを念頭に置かなくて

はいけません。よって、薬疹が起きたのに、
次にも同じ薬を服用することを漫然と繰り返
すと、命に関わる『アナフィラキシーショッ
ク』が、おきたりする場合があります。 

 薬疹が出た為に処方が変更になった場合、
その調剤薬局ではその経緯は分かります。し
かし患者さん自身も、どの薬で薬疹がでたか
どのような薬に気をつけなければいけないか
を知る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もし、薬疹ができ原因薬の名前を主治医か
ら教えられなかった時は、自分から医師に聞
くように心がけて下さい。 

 そして他院にかかる都度、その薬剤を医師
や、薬剤師に伝えてください。また薬疹が起
きた時に服用していた薬剤が複数あって原因
薬を特定できない時は（特定するために）皮
膚科を受診し検査を行い原因薬を判定しても
らう事をお奨めします。 

 

 

 

ひまわり先生 心の処方箋 

 「薬疹について」 

【アナフィラキシー症候群の主な特徴 】 

（ひまわり薬局 薬剤師 白井 博文） 



みっちゃま７１７ カットハウス なみき ＣＩＥＬＯ ＢＬＵ ウリウリ フィリピンの子供達に笑顔を つけ麺 竹風 

祥吾 葉太郎と花 ご親切に感謝 チューリップ 小さな感謝の週刊 グリーンパール那須 がんばろう日本！ 

っ
と
し
て
…
Ｑ
！
 

中
学
生
の
患
者
さ
ん
か
ら
、

こ
ん
な
質
問
を
受
け
ま
し
た
。 

 

お
口
の
中
で
口
臭
の
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
虫
歯
や

歯
周
病
、
舌
の
汚
れ
、
歯
垢
、

唾
液
が
少
な
い
な
ど
で
す
が
、

実
は
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
く

ら
い
の
時
期
に
か
け
て
、
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
急
激
な
心

身
の
発
達
に
伴
い
思
春
期
特
有

の
口
臭
が
発
生
す
る
の
で
す
。 

 

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
体

つ
き
や
生
理
的
機
能
が
子
供
か

ら
大
人
へ
変
わ
っ
て
い
く
発
育

時
期
で
す
。 

お
口
の
中
で
は
、
永
久
歯
列
が

完
成
し
て
い
き
、
同
時
に
、
口

腔
内
微
生
物
の
種
類
や
常
在
細

菌
叢
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

身
体
的
、
生
理
的
、
性
的
発

達
と
、
そ
れ
を
支
配
す
る
神
経

系
の
発
達
が
し
ば
し
ば
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
に
な
り
、
加
え
て
そ
れ

ら
を
統
合
す
る
神
経
系
の
未
熟

さ
か
ら
一
時
的
に
バ
ラ
ン
ス
を

失
い
、
不
定
な
様
々
な
生
理
機

能
に
一
時
的
な
不
調
を
訴
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

思
春
期
の
口
臭
の
原
因
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
血
液
中

の
成
長
ホ
ル
モ
ン
や
、
性
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
発
達
が
完
成
し
、
統
合
さ

れ
成
人
と
し
て
体
の
機
能
が
完

成
す
れ
ば
気
に
な
ら
な
く
な
る

で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
理
機
能

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
生
活
の

乱
れ
（
夜
更
か
し
の
習
慣
や
、

朝
食
を
抜
く
な
ど
の
習
慣
）
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
身
体
的
ス
ト

レ
ス
を
受
け
、
増
悪
さ
せ
て
い

き
ま
す
の
で
、
規
則
正
し
い
生

活
や
食
事
、
睡
眠
を
心
掛
け
る

こ
と
も
、
お
口
の
中
の
ケ
ア
同

様
に
大
切
で
す
！ 

          

（
歯
科
衛
生
士 

 
 

 
 

 

小
柳 

か
お
り
） 

Ｑ 

き
ち
ん
と
ケ
ア
し
て
い
る
の
に
、
口
臭
が
き
に
な
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
の
時
期
、
鼻
が
つ
ま
り
口
で

呼
吸
を
し
て
い
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

本

来
な
ら
ば
人
は
鼻
で
呼
吸
を
す
る

よ
う
に
出
来
て
い
ま
す
。
「
意
識

せ
ず
鼻
で
呼
吸
を
す
る
」
こ
れ
が

正
常
な
状
態
で
す
が
、
そ
れ
が
出

来
ず
口
で
呼
吸
を
す
る
「
口
呼
吸

」
・
・
・
こ
れ
が
原
因
で
起
き
る

問
題
点
を
幾
つ
か
お
話
し
ま
す
。 

 

そ
の
前
に
ま
ず
鼻
で
呼
吸
を
す

る
「
鼻
呼
吸
」
に
つ
い
て
で
す
が

鼻
が
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
目
を
果
た

し
て
く
れ
、
外
部
か
ら
の
細
菌
の

侵
入
を
防
い
だ
り
、
乾
燥
し
た
空

気
を
加
湿
し
た
り
と
メ
リ
ッ
ト
が

多
く
あ
り
ま
す
。
一
方
口
呼
吸
で

は
、
鼻
と
言
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

さ
な
い
た
め
細
菌
が
体
内
に
入
り

易
い
た
め
体
調
不
良
や
風
邪
を
引

き
易
く
な
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、
口

の
中
は
細
菌
が
多
い
場
所
で
す
。

唾
液
に
よ
っ
て
歯
に
必
要
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
供
給
し
虫
歯
を
予
防
し
ま

す
。
ま
た
自
浄
作
用
や
殺
菌
作
用

に
よ
っ
て
細
菌
を
洗
い
流
し
て
く

れ
ま
す
。 

し
か
し
口
呼
吸
で
は
、
口
の
中

が
常
に
乾
燥
し
た
状
態
に
な
る
た

め
菌
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
、
歯

の
再
石
灰
化
も
し
に
く
く
な
り
虫

歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
歯

と
歯
茎
の
周
囲
が
乾
燥
し
、
歯
周

病
菌
は
粘
度
を
持
つ
こ
と
で
歯
の

根
元
付
近
に
付
着
し
易
く
な
り
歯

周
病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
様
に
口
呼
吸
で
口
の
中
が

乾
燥
す
る
こ
と
に
よ
り
細
菌
が
停

滞
し
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
            

（歯
科
衛
生
士 

 
 
 
 
 
 

黒
川
淳
子
） 

「
口
呼
吸
の
問
題
点
」 



浜のカモメ ハロアル新聞愛読者 Ｙ・えはら みっちゃん 愛 東証歯研 三鈴堂 黒磯陸上クラブ 

わか乃 人見 くまさか珠算塾 萌・元・凪 かおる チャッピー 祝（新）せきぐち医院 もみの木 

 江戸時代、歯が痛くなると口中医という現
代の歯科医院のような所で、主に抜歯をして
もらっていましたが、一般庶民には治療費が
高く、通うことができませんでした。 
 そこで、「九頭龍大神を祀っている戸隠神
社（長野県長野市）で、３年間『梨』を絶っ
て参拝すると治る」という言い伝えがあり、
信仰したようです。  
 
 神社に行くことができない江戸庶民は、梨
に自分の名前と痛む歯の場所を（例えば「右
上の奥から３番目」と）書いて、神社のある
戸隠山の方角を向いてお祈りし、その後、梨
を川へ流しました。 
 梨を絶った理由は、昔、梨の実に含まれて
いる酸で歯が溶けると思われていたからです。
 

 また、梨を食べるとその酸によって歯が白
くなるとも考えられていたようです。  
 現在では、梨に含まれているソルビトール
はキシリトールと同じ糖アルコールの仲間で、
虫歯菌の増殖を抑える働きがあると言われて
います。 
 余談ですが、梨は昔、亜梨（あり）と言い
ました。「なし」という言葉を忌み嫌ったた
めです。 
 その他にも、「スル」という言葉も嫌って、 
「スルメ」を「アタリメ」、「すり鉢」を
「当たり鉢」と言い換えていました。 
 
 日本人は縁起をかつぐのが好きですね。 
 
 
     （歯科衛生士 藤田 友希子） 

 「お国のためにタバコはやめない」冗談交じりに
こんなことをおっしゃる患者さんがいます。タバコ
の料金には税金が含まれています。国たばこ税、
地方たばこ税、たばこ特別税、消費税の四種類で
す。この税金、いったいどのように「お国のため」
に使われているか、ご存知でしょうか？ 

 実は、「わからない」というのが答えです。たばこ
税は、税収の使途を特定していない「普通税」で、
所得税や法人税などと同じカテゴリに位置します。
ちなみにたばこ税の税収は、消費税を含めると
2011年は2兆5800億円、2012年は2兆5400億円
だったそうです。 
 

 ところで、デンマークは国民が幸福な国家として
有名ですが、タバコの税率は日本の63％をはるか
に超える85％です。また国民の喫煙率はとても高

く、幼い子供が堂々と喫煙する姿もそこここで見ら
れるそうです。現在ではＷＨＯの指導をうけ、屋内
禁煙化などの対策がとられつつあるそうです。 
 
 そして、幸福な国家と言えば…2011年に国王が

来日した「ブータン王国」。世界一国民が幸せを感
じている国家だとして、大変話題になりました。 

 このブータン王国には、メディアであまり取り上
げられなかった「幸福の秘密」があります。それは、
「禁煙国家」であることです。2004年に、国民を思

う国王の政策によりタバコの国内販売が一切禁止
されました。それから10年、国外から高い関税を

払ってタバコを持ち込んでいたであろう喫煙者も、
今では禁煙していることでしょう。タバコに憧れ吸
い始める子供たちもいないでしょう。禁煙の支援も
教育も、受動喫煙防止対策も全く必要なく、様々
な病気の危険因子が存在しないというのは、まさ
に世界一幸福な国家と呼ばれるのにふさわしいと
思いませんか？ 
 

 タバコを吸う習慣があるというだけで、あと何本
あるだろう、喫煙所はどこだろう、この人は煙を嫌
がるだろうか…など、数々のストレスを抱えます。

それを手放すだけで生きやすくなることは間違い
ないと思います。税金をたくさん納めるよりも、世
界一幸せだと胸を張って言える国民を目指しませ
んか？ 
          
            
            （歯科助手 大森 ちひろ） 



みなさんこんにちは、先月はフィリピンボランティアの特集の為にお休みしたので 

久しぶりのレシピです。１ヶ月休んでいる間に春らしく暖かくなりましたね。 

今月は今が旬のしいたけのレシピです。 

しいたけの効能 

しいたけは１年中旬だと思いがちですが、年に２回の旬な時期があります。 

３～５月と９～１１月です。秋のイメージが強いですが春のしいたけも美味しいですよ。 

しいたけはビタミン類も含まれていますが、しいたけの特異する成分は「レンチナン」 

と、いう風邪などのウィルス性の病気に対しての抵抗力をつける作用があります。 

今の時期にピッタリですね。 

ＭＥＧＡ ドンキホーテ 怪盗ちーちゃん プリティーウーマン アジア食堂 龍 たえちゃん ヒロちゃん 

奈菜・星矢 あずさ・唯 ＳＨＯＪＩ ジャン・多美 那須バギーパーク （有）須藤物産 頭文字Ｋ 

簡単なのに美味しいです。マヨネーズが効いています。冷めても味がしっかりしているのでお弁当にい
れてもいいと思います。私はいつも最初の味見を息子にさせるのですが、だいだい目をまるくして言葉
もなく食べていると「美味しい！」という合図です。今回も、あまり大きくない目をまるくしていまし
た。是非、お試しください。               （歯科助手 平山 容子） 

容 子 の  な ま る レ シ ピ 

～☆院長コメント☆～ 
「診療が終わり、病院を後にする夜９時。なぜか・・・病院の中に食堂のような匂いがたち込めま
した。「先生！これ食べて下さい。」と、出された物が、このレシピです。 
しいたけは冷え、パン粉とマヨネーズが分離し、噛めば肉汁ではなく大量の油でした。 
疲れた体に衝撃的な油っぽさ・・・皆さんお試しあれ！」 

院長評価   味→★          手軽さ→★          コスト→★ 
スタッフ評価 味→★★★★★  手軽さ→★★★★  コスト→★★★★ 

材料 作り方 

（しいたけ６個分 約１パック） 

 しいたけ        ６個 

 パン粉         大さじ ５ 

 マヨネーズ       大さじ ４ 

 しょうゆ        小さじ １ 

１ しいたけは、軸を取る。 

２ マヨネーズとしょうゆを混ぜてからパン粉を   

  入れて混ぜる。 

３ しいたけのかさに、マヨネーズ、しょうゆ、 

  パン粉を混ぜたものを詰める。 

  (切り取ったしいたけの軸もみじん切りにして 

  入れてください) 

４ トースターで６分♪ 焦げ目がつくまで焼い 

  たら完成！ 

 

少
し
時
間
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

２
月
に
私
に
と
っ
て
は
４
回
目
と
な
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。 

  

４
回
目
と
も
な
る
と
慣
れ
と
い
う
も
の

が
で
き
、感
動
や
衝
撃
に
も
慣
れ
て
し
ま

う
の
か
な
と
懸
念
し
て
い
ま
し
た
が
、そ

ん
な
こ
と
も
な
く
、毎
年
毎
年
新
た
な
発

見
や
学
ぶ
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
。 

  

そ
の
中
で
と
て
も
嬉
し
い
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
毎
年
活
動
４
日
目
の
物
資
配

布
は
同
じ
場
所
で
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

昨
年
一
緒
に
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
い
た
子

に
今
年
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
２
歳
の
女
の
子
２
人
で
す
が
、お
母

さ
ん
も
私
達
の
こ
と
を
覚
え
て
く
れ
て
お

り
、ま
た
一
緒
に
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

  

院
長
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
」
と
い
う
こ
と
を
常
々
教
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な
出
会

い
が
あ
っ
た
の
も
継
続
し
て
こ
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
お
陰
で
あ
る
事

を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
た
来
年
、彼
女
た
ち
が
更
に
成
長
し

た
姿
に
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し

い
で
す
。 

 (

歯
科
衛
生
士 

 
 

北
島 

紗
希
） 

パ
ワ
フ
ル
衛
生
士
の
 

わ
・

・
歯
教
室
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(有)肉のミヤザワ 歯磨きの大切さ Ｙ・Ｓ 非営利活動法人 （ＮＰＯ）朋友館 チャロとピッピ Ｇ． 梨菜 

「お悩み相談 ＶＯＬ８」 

質問がありましたので、お答えします。 

 

質問 

「義父がタバコをやめてくれません。義父は昨
年認知症と診断されています。義父は少々手の震
えがあり、タバコの火種を落とし、衣類や座布団
を頻繁に焦がしています。火事が心配なので何度
もやめるよう頼んでいますが、いつも機嫌を損ね
てしまいます。禁煙させる良い方法はないでしょ
うか？」 

 

答え 

ご家族の大きな不安と苦労はお察しします。し
かし、火事が心配だからタバコはだめ、ではなか
なか納得しないでしょう。自尊心が傷つき、機嫌
を損ねてしまう方は多いと思います。火事より、
おじいちゃんの身体が心配だというのはどうでし
ょうか？おじいちゃんが1日でも元気で長生きし
てほしいから、タバコは徐々に減らし禁煙できる
まで一緒に頑張っていこう。などと説明したら義
父も納得してくれる可能性があると思います。そ
して、ご家族には負担となりますが、タバコと、

ライターを預かり、吸いたい時一本ずつ渡し、火
を消すまで見届けるという方法が安心かと思いま
す。タバコを吸っている間義父には、監視されて
いると感じとられないよう、あくまでも禁煙に向
けて一緒に頑張っているという姿勢で対応して下
さい。そうすることによって徐々に本数が減り、
最終的に禁煙できるかもしれません。 

私が現在勤務しているグループホームにも、以
前タバコを吸っていた入居者がいて、このような
方法で禁煙に成功した事例がありますが、認知症
の方を禁煙に導くために一番重要なのは、信頼関
係だったと感じています。 

タバコを吸っている認知症の方を、厄介者扱い
している間は信頼関係が構築できずに、かえって
ストレスになり逆効果です。 

いずれにせよ、一度家族会議を開き、今後の対
応を全員で統一することをお勧めします。 

 

ｈ５ｖ３ｖ８＠ｂｍａ．ｂｉｇｌｏｂｅ．
ｎｅ．ｊｐ 

 

    （認知症ケア専門士 庄司 康善）  

驚くべきチョコレートの効果！？ 

長寿記録を出した、フランス人の女性が「大好
きなチョコレートを毎日食べていた」というのは
、ご存知でしょうか。 
チョコレートと聞くと、脂肪分が多く含まれて

いて食べると太る。と、言うイメージを持ちます
が、注目したいのは、チョコに含まれるカカオバ
ターの効能です。 
このカカオバターが、かなり良質の脂肪だとい

う点。チョコのカロリーが高いのは事実ですが、
含まれる脂肪は吸収されにくいです。 
カカオに含まれる代表的な成分といえば、ポリ

フェノールですが、週に２〜３回くらいチョコを
食べている人は、チョコを全く食べていない人に
比べると、心疾患で死亡するリスクを３分の１に
まで減らしてくれるというのです！心臓発作のリ
スクまでも減らしてくれるなんで本当に素晴らし
い！！ 
 

チョコレートの効能は色々な面で抜群な役割を
してくれますが、食べ過ぎは禁物です。 
食べたら磨く！を、心がけて虫歯リスクを少な

くしましょう♪ 
 
☆チョコレートのちょこっと豆知識☆(笑) 
チョコレートの言語はメキシコ語の「チョコラ

ル」これを直訳すると『苦い水』になります。メ
キシコではカカオ豆の煮汁を、なんと！コショウ
で味付けして飲んでいたようですよ。 
     
 
 
 
     
 
 
        （歯科助手 人見 理紗） 
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「寝るときに入れ歯をしないと…?」 

 寝ているときも義歯を装着することを勧める
のには、天然歯と同じようなかみ合わせの確保
や、自然な顔貌の確保など、自分の歯が存在し
ている口腔の状態を維持してもらうためです
が、その他にも呼吸や血圧にも影響を与えてい
ると考えられています。 

 ある実験を行ったところ、義歯をしている人
は義歯装着時に鼻呼吸であっても、義歯を外す
と口呼吸へ変化することがわかりました。 

 呼吸で得られた酸素は肺でガス交換が行わ
れますが、鼻呼吸と口呼吸とでは一回で取り込
む酸素の量が違うので、それを補うために呼吸
数が上昇すると、脈拍数も上昇します。 

 呼吸と血圧との間には相互関係があり、長期

間呼吸に異常が生じれば、それに伴い血圧が上
昇します。 

 つまり、義歯を未装着のままで過ごすことが
頻脈を助長し、夜間義歯を使用しないことで血
圧の上昇に影響を及ぼすことが考えられるの
で、就寝時には義歯をつけたまま寝ることをお
勧めします。 

（口腔内を清潔に保つために食後には義歯を洗
いましょうね！） 

          

        

       

       （歯科技工士 鈴木 晴夏） 

 
お
口
の
中
の
２
大
疾
病
と
は
、
虫

歯
と
歯
周
病
で
す
が
、
治
療
せ
ず
に

長
年
放
置
し
て
し
ま
う
と
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。 

  

虫
歯
が
ひ
ど
く
進
行
し
た
場
合
は

歯
冠
と
言
わ
れ
る
歯
の
頭
の
部
分
が

な
く
な
り
、
歯
根
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
歯
周
病
を
治
療
せ
ず
に

放
置
し
た
場
合
、
自
然
に
歯
は
抜
け

て
し
ま
い
ま
す
。
歯
が
１
本
で
も
な

く
な
る
こ
と
で
、
そ
の
隣
の
歯
は
支

え
を
求
め
倒
れ
て
き
た
り
、
噛
み
合

わ
せ
を
求
め
伸
び
て
き
た
り
も
し
ま

す
。
そ
う
な
る
と
お
口
の
中
で
は
歯

並
び
に
不
具
合
が
出
て
き
ま
す
。
不

具
合
が
出
る
前
に
、
問
題
が
起
こ
る

以
前
に
、
歯
科
治
療
を
受
け
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

部
分
的
に
行
う
Ｍ
Ｔ
Ｍ
（
マ
イ
ナ
ー

ト
ゥ
ー
ス
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）
部
分
矯

正
が
あ
り
ま
す
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ま
ず
歯
冠
が
な
く
な
り
、
歯
根
し

か
残
っ
て
い
な
い
場
合
に
行
う
、
歯

肉
か
ら
歯
根
を
引
っ
張
り
出
す
方
法

『
エ
キ
ス
ト
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
』 

で
す
。
歯
を
作
る
に
は
あ
る
程
度
歯

肉
よ
り
上
に
歯
根
が
出
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
為
に
、
歯
根
を
歯
肉
か
ら
引

っ
張
り
出
す
治
療
法
で
、
両
隣
の
歯

に
矯
正
装
置
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
着
け
、

歯
根
に
は
フ
ッ
ク
を
着
け
て
ゴ
ム
の

力
で
引
っ
張
り
上
げ
る
方
法
で
す
。 

 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
歯
を
失
っ
た

ま
ま
放
置
す
る
と
そ
の
隣
の
歯
が
傾

い
て
し
ま
い
歯
を
作
る
ス
ペ
ー
ス
が

無
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
為
に
、
倒

れ
て
傾
い
て
し
ま
っ
た
歯
を
元
の
よ

う
に
起
こ
し
て
あ
げ
る
方
法
『
ア
ッ

プ
ラ
イ
ト
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
も
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
隣
の
歯
に
矯

正
装
置
を
着
け
、
倒
れ
た
歯
を
起
こ

す
よ
う
に
力
を
加
え
て
行
う
部
分
的

矯
正
方
法
で
す
。 

  

し
っ
か
り
安
定
し
た
噛
み
合
わ
せ

は
、
お
口
の
健
康
そ
し
て
お
体
全
体

の
健
康
に
繋
が
り
ま
す
。
も
し
こ
の

様
な
状
態
で
お
困
り
で
し
た
ら
、
ご

相
談
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

         

（
歯
科
衛
生
士 

菊
地
久
美
子
） 

『
Ｍ
Ｔ
Ｍ 

部
分
矯
正
』
に
つ
い
て 

（エキストリュージョン） 

（アップライト） 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会 

 
3
月
28
日
、
29
日
の
2
日
間
、
長
野
県
御
代
田

町
で
毎
年
恒
例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

私
達
が
活
動
し
て
い
る
「
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
」

で
は
、
こ
の
報
告
会
を
そ
の
年
の
活
動
の
節
目
と

し
て
大
変
重
要
視
し
て
い
ま
す
。 

一
年
間
を
通
じ
て
皆
様
か
ら
物
資
を
ご
協
力
し

て
い
た
だ
き
、
2
月
の
4
日
間
現
地
に
行
き
、
そ

し
て
、
そ
の
現
地
の
様
子
や
活
動
そ
れ
に
よ
っ
て

何
を
学
ん
で
き
た
の
か
を
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
込

め
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
は
現

地
に
参
加
を
す
る
一
人
一
人
が
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
参
加
が
単
な
る
自
己
満
足
や
自
己
経
験
の

為
だ
け
に
終
わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
現
地
で
手
渡

す
歯
ブ
ラ
シ
1
本
、
タ
オ
ル
一
枚
全
て
が
皆
様
か

ら
の
ご
協
力
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
を
し
、
私
達
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
「
し
て
い
る
」
の
で
は
な
く
「

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
い
う
事
を
学
ぶ
為
で

も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
活
動
は
14
年
前
、
私
の
恩
師
で
も
あ
る
現

会
長
の
林
春
二
先
生
が
一
人
で
も
多
く
の
恵
ま
れ

な
い
ス
ラ
ム
の
子
供
達
の
為
に
と
、
立
ち
上
げ
ら

れ
、
そ
の
後
「
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

医
療
を
支
え
る
会
」
と
な
り
、
今
年
で
記
念
す
べ

き
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

会
場
に
は
約
３
０
０
人
の
方
々
が
お
越
し
下
さ

り
、
私
が
団
長
と
し
て
今
年
の
活
動
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
今
年
は
一
般
参
加
者
代
表

と
し
て
、
当
院
の
歯
科
助
手 

平
山
容
子 

が
皆

様
の
前
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
彼
女

は
当
院
に
勤
務
を
し
て
、
今
年
で
6
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
、
父
親
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
認
知
症
を

患
い
、
母
親
と
共
に
看
病
を
し
な
が
ら
ま
だ
幼
い

息
子
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
そ
の
息
子
も
今
年
サ

ッ
カ
ー
で
栃
木
で
は
誰
も
が
知
る
名
門
高
校
に
進

学
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
時
間
的
余
裕
が

で
き
た
今
、
6
年
間
院
内
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
て
き
た
思
い
が
、
彼
女
を
現
地

へ
と
駆
り
立
た
せ
ま
し
た
。
発
表
で
は
歯
科
助
手

と
し
て
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
携
わ
り
な
が
ら
様
々
な
人
達
に
支
え
ら
れ
て
き

た
感
謝
の
気
持
ち
と
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
ど
の
よ
う
に
投
影
し
て
い
く
か
を
一
生
懸
命
語

っ
て
く
れ
、
発
表
後
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
を

頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
も
沢
山
の
高
校
生
が
参
加
を
し
て

く
れ
、
現
地
で
感
じ
た
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
を

一
人
一
人
壇
上
で
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

高
校
生
達
は
こ
の
活
動
に
参
加
を
す
る
た
め
に

半
年
以
上
前
か
ら
様
々
な
提
出
物
、
面
接
、
書
類

審
査
を
受
け
、
各
支
部
で
最
低
5
回
以
上
の
研
修

を
受
け
参
加
資
格
を
得
ま
す
。
そ
し
て
4
日
間
、

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
と
て
も
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
、
現
地
で
は
「
高
校
生
マ
ニ
ラ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
と
題
し
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
み

ん
な
で
討
論
を
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
本

当
の
豊
か
さ
」
に
つ
い
て
で
し
た
。 

全
て
が
満
た
さ
れ
た
社
会
に
生
き
る
高
校
生
が

何
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
貧
困
の
現
実
の
中

で
考
え
る
「
豊
か
さ
」…
。 

今
年
は
栃
木
県
か
ら
は
二
人
の
高
校
生
が
参
加

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
報
告
会
に
は
残
念
な
が
ら

一
人
出
席
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
黒
磯
南
高

校
2
年
の
藤
井
さ
ん
は
と
っ
て
も
大
き
な
声
で
し

っ
か
り
と
発
表
し
て
く
れ
、
親
へ
の
感
謝
、
友
人

へ
の
感
謝
、
そ
し
て
こ
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
将

来
に
役
立
た
せ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
私
に
と
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
が
も

う
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
藤
井
さ
ん
が
同
じ

学
校
の
お
友
達
を
誘
っ
て
こ
の
報
告
会
に
参
加
を

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
実
は
そ
の
友
人
は
今
回
、

現
地
活
動
に
藤
井
さ
ん
同
様
参
加
を
希
望
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
世
界
情
勢
の

不
安
や
イ
ス
ラ
ム
問
題
な
ど
が
重
な
り
、
ど
う
し

て
も
ご
家
族
の
許
可
が
下
り
ず
に
参
加
を
断
念
し

ま
し
た
。
恐
ら
く
、
彼
女
は
と
て
も
悔
し
が
っ
た

で
し
ょ
う
。
結
果
論
か
ら
言
え
ば
無
事
に
活
動
を

終
え
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
結
果
で
す
。
私
は
彼
女
に
ど

れ
ほ
ど
ご
両
親
が
心
配
を
し
、
貴
方
を
愛
し
て
い

る
か
を
話
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
行
く
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
友
人
の
藤
井
さ
ん
の
安
否
を
心

配
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
私
達
も
無
事
帰
国
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
話
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
思
い
を
ま
た
更
に
温
め
て
来
年

で
も
、
こ
の
先
で
も
、
い
く
ら
で
も
参
加
を
す
る

機
会
が
あ
る
こ
と
を
話
す
と
、
彼
女
は
少
し
目
に

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
「
絶
対
参
加
を
し
た
い
で

す
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

目
の
前
で
二
人
の
女
子
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
じ
、
友
情
を
深
め
、
更
に
お
互
い
を
認
め

合
う
姿
に
私
は
心
か
ら
感
動
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
バ
ト
ン
が
沢
山

の
若
者
に
届
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
今
年
の
活
動
報
告
書
が
完
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
41
名
の
若
者
が
異
国
の
地
で
赤
裸

々
に
語
っ
た
「
豊
か
さ
」
に
つ
い
て
を
ま
と
め
た

「
高
校
生
ミ
ニ
ラ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
完
成
し
ま

し
た
。 

ど
う
か
ご
購
入
い
た
だ
き
、
更
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

院
長
手
記 






